
12 月
No.165

2019．12．10
発行･社会福祉法人那須烏山市社会福祉協議会
 （事務局・保健福祉センター内） ☎0287－88－7881
E-mail:mail@nasukarasuyama-shakyo.or.jp
ホームページ：http://www.nasukarasuyama-shakyo.or.jp/

　10 月 12 日に東日本に上陸した台風 19 号は、200
ミリ以上という大雨が降り市内各地で道路の冠水や
床上・床下浸水などの被害が多く発生し、多くの市
民が被害に遭われました。
　そこで本会では、すでに那須烏山市と協定済みで

あった「災害ボランティアセンター設置等に関する協
定」に基づき「那須烏山市災害ボランティアセンター」
を設置し、10 月 14 日より被災された方々に対して、
被害を受けた家屋等の片付けや泥だしなどのボラン
ティア活動を実施しました。

台風１９号により被災された方へ台風１９号により被災された方へ

お見舞い申し上げます。お見舞い申し上げます。
那須烏山市災害ボランティアセンターへのご支援・ご協力ありがとうございました。那須烏山市災害ボランティアセンターへのご支援・ご協力ありがとうございました。

ボランティアセンター受付ボランティアセンター受付

毎日のオリエンテーション毎日のオリエンテーション

出発前のミーティング出発前のミーティング

　床がきれいになるまで　床がきれいになるまで泥がたまった床の洗浄泥がたまった床の洗浄



なすからすやま社協だより　２

　

那
須
烏
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
10
月
14
日
か
ら
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

自
治
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、

市
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
近
隣

社
会
福
祉
協
議
会
等
の
協
力
も
得

て
、
被
害
を
受
け
た
住
家
の
片
付

け
支
援
に
あ
た
っ
て
参
り
ま
し
た
。

県
内
外
よ
り
１
８
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
結

県
内
外
よ
り
１
８
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
結

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

本
会
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が
1
日

で
も
早
く
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
を
願
い
、
県
内
外
よ
り
た
く
さ
ん
の

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
企
業
や
団
体
等
が
集
結
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

活
動
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
居
住
す
る
家
屋
内
外
の
片
付
け
や
泥
だ
し

な
ど
。11
月
20
日
現
在
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
者
数
は
１
８
０
人
。支
援
件
数
36
件
、

活
動
延
べ
回
数
50
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
数
は
延
べ
２
７
８
で
し
た
。

　災害時に設置される被災地での防災ボランティア活動を円滑に
進めるための拠点です。近年では、被害の大きな災害に見舞われ
たほとんどの被災地に立ち上げられ運営されています。

　一般的に、被災した地域の社会福祉協議会、日頃からボラン
ティア活動に関わっている人たち、行政が協働して担うことが多
いです。被災地外からの災害ボランティアセンター運営経験者が
関わる場合もあります。

【被災地のニーズの把握】
・家の片付け、避難所でのお手伝いなど、被災地の
暮らしのニーズを収集します。
・地域の実情をご存じのリーダーの人たちなどを通
じてニーズの収集を行うほか、チラシを配布した
り、直接要望を聞いて回ります。
【ボランティアの受け入れ】
・災害ボランティアセンターを立ち上げた場所を、被災地内外に情
報発信し、活動を希望するボランティアの受付を行います。
・ボランティア活動を希望する人は、まずは災害ボランティアセン
ターを訪れ、状況把握や活動の準備をすることになります。
・被災地外から来るボランティアバスの受け入れに係る便宜を図ります。
【人数調整・資機材の貸し出し】
・被災された人たちからのニーズにあわせて、必要
なボランティアの人数などを調整します。
・活動のために道具が必要な場合、それらを準備し
て貸し出します。
【活動の実施】
・要望にあわせて、ボランティアが家屋や避難所などで活動をします。
【報告・振り返り】
・活動結果、気がついたこと、住民からの要望などを報告し、その
後の活動のために活かします。
・改善すべきことがあれば、センターを運営する人たちで話し合っ
て、対応を考えます。

温
か
い
気
持
ち
が
那
須
烏
山
市
へ

防災ボランティア活動をサポートする防災ボランティア活動をサポートする
災害ボランティアセンターとは？災害ボランティアセンターとは？

ボランティアセンターの活動内容ボランティアセンターの活動内容

災害ボランティアセンターとは災害ボランティアセンターとは

災害ボランティアセンターの運営の担い手災害ボランティアセンターの運営の担い手

　

現
在
、
那
須
烏
山
市
で
も
、
災

害
救
助
法
や
被
災
者
生
活
再
建
支

援
法
な
ど
の
適
用
を
受
け
て
、
各

種
制
度
に
基
づ
く
応
急
救
助
か
ら

復
旧
復
興
に
向
け
た
被
災
者
支
援

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
制
度
以
外
で
発
生
す

る
生
活
支
援
に
係
る
課
題
（
ニ
ー

ズ
）
へ
対
応
す
る
受
け
皿
づ
く
り

の
必
要
性
を
鑑
み
、
地
域
と
市
、

社
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
関
係
機
関
が
連

携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る

支
援
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
那
須
烏
山
市
社
会
福
祉

協
議
会
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
の
活
動
は
、
11

月
29
日
を
も
っ
て
閉
所
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
調
整
に
基

づ
き
、「
な
す
か
ら
暮
ら
し
復
興
支

援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
那
須
烏

山
市
で
の
復
旧
復
興
支
援
活
動
へ

の
協
力
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

　

未
曾
有
の
水
害
を
受
け
て
、
何

か
と
課
題
も
あ
る
中
で
す
が
、
一

つ
ひ
と
つ
、
み
ん
な
で
知
恵
と
力

を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り

大
切
だ
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
皆
さ
ま
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。



３　なすからすやま社協だより　

「
地
域
の
福
祉
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
視
察
研
修
会
」
で
の
学
び

「
地
域
の
福
祉
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
視
察
研
修
会
」
で
の
学
び

那
須
烏
山
市
心
身
障
害
児

那
須
烏
山
市
心
身
障
害
児

者
療
育
訓
練

者
療
育
訓
練

　

９
月
26
日
、
本
市
の
地
域
福

祉
計
画
推
進
に
係
る
実
務
者
に
よ

る
、
視
察
研
修
会
を
初
め
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

当
該
計
画
事
務
局
部
会
と
社
協

総
合
的
な
相
談
体
制
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
16
人

が
、
茨
城
県
東
海
村
で
の
先
進
的

な
取
組
み
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

東
海
村
で
は
、
村
と
村
社
協
が

連
携
し
て
、
国
が
掲
げ
る
地
域
共

生
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
モ
デ
ル

事
業
を
平
成
28
年
度
か
ら
受
託
。

　

村
社
協
で
は
、
昨
今
の
福
祉
課

題
に
適
切
に
対
応
し
て
い
け
る
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、
利
用
者

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
一
元
化
し
た
情

報
共
有
化
や
、
平
成
26
・
27
年

度
の
2
か
年
で
大
幅
な
事
業
見
直

　

10
月
５
日
、
６
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
、
那
須
烏
山
市
心
身
障
害

児
者
療
育
訓
練
が
開
催
さ
れ
、
会

員
24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
会
員
同
士
の
親

睦
や
普
段
親
子
で
の
外
出
が
難
し

い
会
員
の
外
出
機
会
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
福
島
県
会
津
方

面
に
訪
れ
、
塔
の
ヘ
つ
り
、
大
内

宿
、
飯
盛
山
の
見
学
等
を
行
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
親
も
高
齢

化
し
、
子
ど
も
と
一
緒
に
外
出
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
外
出
や
親
睦
を
深
め
る
機
会
は

非
常
に
あ
り
が
た
い
」
等
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

し
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
や
関

係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
た
、
総
合
支
援
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
き
て
い
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
事
業
を
利
用
し
た
こ
と

で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

や
各
種
相
談
を
総
合
的
に
受
け
止

め
る
窓
口
、
機
会
を
創
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
東
海
村
社
協
の
職

員
か
ら
は
「
す
べ
て
は
個
々
の

ニ
ー
ズ
の
解
決
に
向
け
て
、
地
域

と
関
係
機
関
が
連
携
す
る
こ
と
が

軸
。
そ
の
た
め
に
も
ニ
ー
ズ
の
吸

い
上
げ
と
そ
の
支
援
を
総
合
的
に

行
う
こ
と
が
大
切
」
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
か

ら
は
「
各
種
制
度
以
外
の
課
題
に

対
し
て
、
関
係
者
が
一
緒
に
話
し

合
う
場
が
あ
る
こ
と
で
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
開
発
に
も
つ
な
が
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
本
市
で
も
や
っ

て
み
た
い
」
と
前
向
き
な
意
見
が

出
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
気
づ
き
を
基

に
、
地
域
の
福
祉
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
に
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

嘱
託
職
員
募
集

　

嘱
託
職
員
募
集

●
嘱
託
事
務
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◇
仕
事
内
容
：�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
業
務
、
地
域
福
祉
活
動

推
進
業
務
、
福
祉
団
体
支
援
業
務
な
ど

◇
必
要
資
格
：�

普
通
自
動
車
免
許
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
エ
ク
セ

ル
・
ワ
ー
ド
な
ど
）

◇
賃
　
　
金
：
月
額
１
５
２
，
０
０
０
円
（
賞
与
有
）

◇
勤
務
時
間
：�

月
～
金
曜
日
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
　

土
・
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
休
暇
有

◇
勤
務
場
所
：
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
（
田
野
倉
）

◇
応
募
方
法
：�

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
左
記
問
合
せ
先
ま
で
申
し
込
む
。

■
問
い
合
せ
：
那
須
烏
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

本
所
（
那
須
烏
山
市
田
野
倉
85
―
１
）

　
　
　
　
　
　

☎
０
２
８
７
―
８
８
―
７
８
８
１

●
嘱
託
常
勤
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

◇
必
要
資
格
：�

介
護
福
祉
士
、
ヘ
ル
パ
ー
２
級
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介
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初
任
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研
修
修
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取
得
見
込
を
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む
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普
通
自
動

車
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許

◇
賃
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月
額
１
５
２
，
０
０
０
円
（
賞
与
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◇
勤
務
時
間
：
週
休
２
日
制
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午
前
８
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30
分
～
午
後
５
時
15
分

◇
勤
務
場
所
：
社
会
福
祉
協
議
会
烏
山
支
所　

初
音
９
―
７

◇
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付
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入
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添
え
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左
記
問
合

せ
先
ま
で
申
し
込
む
。
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合
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烏
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祉
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議
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山
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倉
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１
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☎
０
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―
８
８
―
７
８
８
１
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受
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ま
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携
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。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
調
整
に
基

づ
き
、「
な
す
か
ら
暮
ら
し
復
興
支

援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
那
須
烏

山
市
で
の
復
旧
復
興
支
援
活
動
へ

の
協
力
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

　

未
曾
有
の
水
害
を
受
け
て
、
何

か
と
課
題
も
あ
る
中
で
す
が
、
一

つ
ひ
と
つ
、
み
ん
な
で
知
恵
と
力

を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り

大
切
だ
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
皆
さ
ま
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。



　

ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター だ よ り

なすからすやま社協だより　４

不要入れ歯が、世界の子供たちを救う～不要入れ歯ご寄附のおねがい～ 今月のごちそう
さまでした！

ボランティア関係の情報がありましたら、ぜひお寄せください。お待ちしています！！　　

問合せ先　市社会福祉協議会（ボランティア担当：:石井・大森）☎８８－７８８１

社会福祉協議会は、 皆さんの 「心」 に支えられて活動しています。 ご理解とご協力をお願いします。 

生活上の心配ごと相談  （時間9:00～12:00）
場　　　　所 期　　　　日

本　　所（田野倉）
（時間9：00～12：00）
保健福祉センター☎88－7881

12月18日(水)(行政・人権相談併催）

　1 月15日(水)(行政・人権・県民相談併催）

烏山支所（初音）
（時間9：00～12：00）
社会福祉センター☎84－1294

 1 月 1 日（水）正月につき休み

　２　月 5 日(水)(行政・人権・県民相談併催）

協力事業所と受注作業  （8・9月分）

すずらん　☎ 88-0840 あすなろ　☎ 82-3141
丸星食品㈱
㈱シオダ

㈲菊地製作所

切干大根袋詰め
ピン取り出し
・袋詰め他
スペア組み他

㈲大森紙器
エム・シー・アイ㈱
㈲坂本製作所
㈲菊地製作所　
㈲宝積寺タクシー
アンフェリーク
㈱三森製作所

箱折り
自動車部品選別等
自動車部品選別等
ゴーグルケース等
箱折り等
箱折り等
布切り

寄　付（敬称略）

8月1日～9月31日

社 会 福 祉 振 興 基 金
東北化工㈱ 従業員一同
金井町若集団不動損縁日
寄付

9,328円
8,502円

善　意　銀　行
川手トヨ お米

60Kg
烏山地区配
食サービス
へ

福祉サービス利用状況
（10月末現在）

介護保険サービス

ホームヘルプサービス
ケアプラン作成
介護予防ケアプラン作成

117件
190件
51件

介護保険以外のサービス

有償ホームヘルプ
障害者ホームヘルプ

13件
9件

児童発達支援事業契約数
放課後等デイサービス契約数
障害児相談支援契約数

25件
　41件
98件

あすてらすサービス契約数 40件

アルミ缶（単位：個）（敬称略）（8月1日～9月31日）

すずらん　☎ 88-0840 あすなろ　☎ 82-3141
中山　寛行
滝口　哲也
小池　恒夫
森嶋　正
川上　智恵子
岩間　泉
大野　伯恵
野口　節
大森　金一
高野　英知
永井　益行
碓氷　正和
吉田　久美子
野澤　悦子
横山　泰平
吉川　次雄
露久保　章
露久保　英司
露久保　芳広
横山　寛美
佐藤　隆
木島　好一
橘
横嶋　義一
斎藤　より子
植村　篤子
愛和苑

（株）丸星食品
（株）アヤラ産業
（株）矢崎部品
（株）日本技研
（株）東北化工
ペット霊園那須烏山
ＪＡ女性の会三箇支部
志鳥上自治会有志
横枕ソフトボール愛好会
大桶中自治会有志
大桶上自治会有志
匿名
匿名
匿名
匿名

600 
150 
130 
157 
348 
183 
190 
260 
140 
640 
200 
148 
270 
150 
400 
400 
800 
400 
100 
400 
600 
100 
500 
200 

1,200 
255 

1,800 
350 
900 

1,296 
160 

1,380 
216 

1,400 
2,700 
1,000 

700 
3,000 

300 
500 
400 
200

相澤クリーニング
あきこ美容室
阿相　孝一
石橋ベイブ
伊藤　秀樹
一ノ渡　克彦
海野 篤史
漆原　義孝
絵本喫茶ぱたぽん
大木邸興野りんご園
大島　靖久
大谷　幸子
大谷　修一
小野　幸夫
大貫　保
大輪　邦夫
神長中自治会協力者
㈱城東製作所
上境上平協力者
上境上平小森
上境中組協力者
釜銀
川上　玲子
興野直売所協力者
小泉　徳男
後藤　哲史
小林建設株
小原沢自治会協力者
小森　キヨ
坂田屋商店
澤村　幸男
JAなす南
塩野目商店
下境後石原協力者
下境上自治会協力者
下境西組協力者
釈　剛智
小規模多機能ホームなごみ
高田　正一
高徳　あいこ
髙野　源市
髙野　ヒロ子
髙野　博
高橋　一夫
高橋　富次
高橋　任
滝　喜久子
玉ちゃん餃子
田村　圭之
中央協力者
束原　正記
特別養護老人ホームてんまりの杜
栃木県庁南那須庁舎
中村商店
中山部落有志一同
那須烏山商工会
生魚商店
成瀬　一郎
根本　章
野上のみっちゃん
野上　明光
蓮見自動車
パチンコZAPP
平野　博
平野　中
ファミリーレストラン笠井
富士山苑
益子　淳一
港　万理子
森田城やな
森勉強堂印房
山あげそば店
山崎園芸
矢口文子
矢野　雄一
㈲青木商会
㈲大森紙器
横枕ソフトボール愛好会
横山農機㈲
和智　祐一

300
600
300
300

1,150
750
300
80

910
1,350

300
150
120
310
150
80

300
700
830

1,100
750

1,520
600
650
450
230
300
300

1,310
1,070

150
500
440
400

1,930
610
600

1,350
600
450
200
160
80
80

210
2,110

450
1,510

680
900
150
200
900
230

4,100
620
680

1,020
600
150
300
900

1,550
530
230
150

1,940
460
60

160
300
920
150
150
450
680
450

3,800
150
530

（合計　25,223個） （合計　52,880個）

　ご家庭で不要になった入れ歯はございませんか。
　那須烏山市社協では、NPO法人日本入れ歯リサイ
クル協会と協力し、入れ歯に使用されている金属を
リサイクルして福祉活動に役立てるため、不要入れ
歯を回収しています。不要入れ歯は回収後、資源と
してリサイクルし、その益金が（財）日本ユニセフ
協会と那須烏山市社協に寄付されます。那須烏山市
社協では、その寄付金を地域福祉活動の推進のため
に役立てています。
◆回収ボックスの設置場所：社協本所　烏山支所
◆�寄付方法：汚れを落とし、熱湯か入れ歯洗浄剤（除菌タイプ）で消毒し

て、新聞広告等の厚手の紙で入れ歯を包み、回収ボックスに備え付けのビ
ニール袋に入れて投入して下さい。

　ぜひ、家庭内で不要となった入れ歯がありましたら寄附いただき、福祉の
推進のために役立てていただきますよう、よろしくお願いします。

メニュー(10月9日)
配食数39食

・ごはん・コロッケ・切り昆布と
厚揚げの煮物・ポテトサラダ・大
根ときゅうりの漬物・みかん

ここでは、毎月配食サービス
ボランティアの皆様が作って
いるお弁当を紹介します。

烏山地区


